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年１月 11 日）と菅元首相だけです（2018 年１月 18 日）。メインになるのは，
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たという指摘が，多く見られます（たとえば，Eliss S. Krauss, Robert J. 
Pekkanen, The Rise and Fall of Japan's LDP: Political Party Organizations as 













































































































防衛ですと自民党は 2.2 点で，民主党は 1.5 点です。厚生労働省はほとんど一
緒ですが，面白いのは国土交通省で，自民党は 1.6 点で，民主党は 0.25 点です。
【表】衆議院出身の副大臣の専門性の平均点数（省庁別と政権党別）－ 2003年～ 2014年
（グリヴォ作成）
経産省 厚労省 国交省 外務省 財務省 総務省 文科省 農水省 法務省 防衛省 環境省 平均
自民党
政権 1.67 1.72 1.61 1.78 1.67 1.17 1.56 2.06 0.33 2.22 0.44 1.59
民主党
政権 1.63 1.75 0.25 1 2.38 0.5 1.25 2.63 1.25 1.5 0.75 1.37














































































honbun/houan/g17401020.htm）〔2021 年１月 11 日最終確認〕〕は，2010 年の参
議院選挙通常選挙での敗北もあり，3.11 の直後に，復興庁を新設することが
決まり，それに当たり副大臣の人数も増やす予定だったので，内容が重複し


























（1980 年から 1996 年に関して），武蔵（谷）先生（谷勝宏「議員立法と国会
改 革 」 公 共 政 策 2000-01-0004 号 ４ 頁（http://www.ppsa.jp/pdf/journal/
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もあったのではないかということになります。その点は，すでにかなりの人々
が指摘をしております（たとえば，信田智人『政治主導 vs.官僚支配　自民










〔2021 年１月 11 日最終確認〕，「霞が関『７月人事』に異変！出世するのは安
倍・菅両氏のお友達ばかり」週刊現代（2017 年６月 27 日）WEB（https://
gendai.ismedia.jp/articles/-/52114）〔2021 年１月 11 日最終確認〕，「内閣人事局
初の幹部人事　女性登用　省庁間異動鮮明に」（産経ニュース（2014 年７月
４日）WEB（https://www.sankei.com/politics/news/140704/plt1407040009-n1.















　2020 年２月 24 日に広島大学東京オフィス 408 号室（会議室）で実施され
た本講演は，北海学園大学の岡田信弘教授が研究代表者を務める科研費・基
盤研究Ｂ「「議会運営における時間」に関する比較研究」（課題番号
17H02453）〔2019 年度終了〕に基づき，岡田教授が招聘した２名のフランス
人憲法研究者のご講演とともに，共同研究会の形式をとって実施された。こ
うしたコラボレーションにより，日本・フランス・ドイツに関する議会政治・
政官関係をめぐる充実した比較研究のシンポジウムになったことをあわせて
付言しておきたい。
　本講演は，すべて日本語で実施された。今回の誌上採録にあたっては口頭報
告と質疑応答部分のうち質疑応答部分を割愛し，口頭報告部分の文字起こしを
読みやすいように表現を変え，内容を要約した（当日のご講演では，パワーポ
イントが併用された。また，本稿の文字起こし段階で，参考資料をカッコ書き
で追加し，WEB資料は，本論集への掲載のため脱稿前に再度確認し，最終閲
覧日を記載した）。掲載にあたっては，グリヴォ氏ご本人の承諾とともに内容の
確認を得ている。
（新井　誠・記）
